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；
戸

あっと驚く3 0 0 種のメニュー
讃岐仕込みの手打ちうどんに、、ド年間

●●■

熟成させた本返しを用いた｝{ 1 汁でうまさ
格別。趣向を凝らしたメニューが楽しい

鳥間識岐:詞;うと凡処

どこわ
灘区神ノ木通り３－６－２４( 灘区役所東隣り）
盃88 1 - 1 3 3 3 , 8 3 3 3 1 1 A M～２AＭ無休駐車場有

守ります。手打ちの味
大' 1 も１２年創業. 』２代1 1 のご謄人が心をこ
めて打つそばは腰が強く、独特の鯛ごた
えがあり、通にはこたえられない

穏 轄
中央区生田町３－１－１６壷2 4 2 - 0 7 8 9

1 1 : 1 5 ～1 7 : ３０日祝休

灘の酒が勢ぞろい､ 味も豊かに
葎の鶴、白鶴、臼鹿、大関、月桂冠と灘
五郷の酒、新鮮な材料と6 0 諏のメニュー、
酒の肴もぞんぶんに楽しめる気のおけぬ店

酒房・焼鳥

雛の郷
センタープラザ西館Ｂ１

三宮市場すぐ１１:００～2 1 :００
第３水曜日定休念3 3 2 - 0 0 1 0
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1 4 3

『

ほ
っ
と
一
息
、
あ
っ
た
ま
り
た
い
こ
の
お
店

¥

ま

の

Ｌ

丹精込めた手打ち蕎麦
巳、しぅＴ ﾜ ■ぜそ H ｇロー蛇

備ｊ, ﾄ 、' 二I 挽蕎麦粉を手梶手打の同家製
蕎麦切り、変わり祷麦などソバのあれ屋
れ丹精込めた垂打ちでソパ通も感激‘

そば処

榊零釜蝿
中央区加納町３丁目４．１０念3 9 2 - 1 0 4 3
１１:30～14:00,18:００～21:００日祝休

畷

難繊

識想鞠必

懲騒
, 竃６

瀬戸内の旬と日本' 情緒
部会の1 窟喋を眼ドに、ここは静かなⅡ本

一痔富

怖締の趣き毎' 1 縦で, 認めるお品詳きが
旬を教えてくれる接待にも女代I r f l t も

割玄ｽ ﾀ ﾝ 膜
左乃

中央区北長狭通１－１．３４笹原ビル6 Ｆ雪3 9 1 7 6 8 6
１１:30～１４:００，１７:00～23:0０

手造りの豆腐料理は傑作揃い
とうふ懐打、お造り、蕪物、油物とす

べて子造りの豆腐から生まれた傑作揃い。
Ｉ. とうふ」ブームの折り、本物はここに＝

会席・鍋物・仕出料理

鐙 砂
阪急西口店竃3 2 1 - 5 2 0 0
宴会場迩3 3 2 - 1 7 1フ
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紳士服デザインコンテスト婦人服デザインコンテスト
劃

なかなか決まってますロングドレヱが素敵ハイ、チーズ／殿方、うれしそう魔女賞です

事務局／神戸市中央区束町1 1 3 - 1 大神ピル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 1 - 2 2 4 6

懸鯉

' 8 4 Ｋ. F ､ S クリスマスパーティーL e t ﾂ ｓＤ川船
リ

，恒例のＫ､ Ｆ, Ｓ・クリスマスパーティーが、１２
月2 0 日、生田神社会館で行なわれ、参加した約
1 5 0 名の人々が大フィーバーした。今年のプロ
グラムは、会長挨拶、乾杯の音頭に始まり、ジ
ヤンケンゲーム、ダンスタイム、紳士服．婦人
服デザインコンテスト、フィーリングカップル
ファッシヨンシヨー、抽選会、キャンドルサー
ビスと楽しい企画が続々と登場した。

厩亜噌
蛾‘

’コウベファッションソサエティー

蕪臓雪酬麓墓1K .函.Ｓ・ne w s l O 2

I 封

144燭

鐘
鍵
鱗
識
議
騨

欝
麓lｉ

荒津会長神戸市商元課凝井泰男氏の乾杯会場はダンス一色

ＫＦ. Ｓ､ のクリスマスパーティーは、積もり積もった1 年間の
疲れが一瞬でふっとぶような「騒ぎ」が特徴です。この日も皆が
飲んで、踊って、笑って大騒ぎ。中でも、紳士服、婦人服デザイ
ンコンテストでは、男性の創った服を女性が身につけたり、女性
の描いたデザイン画を男性に持たせるなど工夫を凝らしており、
終始見ていた会場の人々からは笑い声が絶えませんでした。踊り
狂った一夜の大パーティーは、お客様の笑顔を素敵なクリスマス
プレゼントに残し、無事幕を閉じました。

「
Ｌ

鴎

ヨー雲宇．

鍵

識聯
E 忍

齢

識

唾

蕊

凸隣

義
皐１

夢

#;§
●２月のマンスリーサロン

: 蝋蕊
鐘 霞
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フレッシュ感覚一杯

ン
。
さ
ら
に
シ
ッ
ク
で
落
ち
着

き
の
あ
る
佳
い
店
と
な
っ
た
。

口
異
人
坂
／
中
央
区
北
野
町
２
‐
９
１
配

電
話
２
２
２
１
２
０
０
１
無
休
異
人

坂
○
Ⅱ
６
Ｐ
Ｍ
ｌ
９
Ｐ
Ⅲ
（
ラ
ス
ト
オ
Ｉ

グ
ー
）
予
約
が
あ
れ
は
昼
間
も
営
業
。

☆
お
か
げ
さ
ま
で
一
周
年

岡
本
で
頑
張
っ
て
ま
す

若
者
か
ら
年
輩
の
お
客
様
ま

で
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
覚
と
お

値
段
の
安
さ
で
大
好
評
の
ブ
ラ

ッ
セ
リ
ー
・
ド
・
ラ
・
ポ
ス
ト

「
お
か
げ
さ
ま
で
２
月
で
ち
ょ

う
ど
一
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
ス
タ
ッ
フ
は

率
直
に
嬉
し
そ
う
。

一
周
年
企
画
と
し
て
２
５
０

０
円
、
１
５
０
０
の
料
理
及
び

各
ア
ラ
カ
ル
ト
料
理
が
半
額
に

な
る
と
の
こ
と
。
日
時
は
２
月

皿
日
ｌ
巧
日
ま
で
。
せ
っ
か
く

の
ご
馳
走
を
み
す
み
す
逃
が
す

絢燭亭

－
ズ
ラ
ウ
ン
ジ
「
異
人
坂
」
に

新
た
に
鉄
板
焼
き
コ
ー
ナ
ー
「

異
人
坂
花
苑
」
が
誕
生
し
た
。

神
戸
ビ
ー
フ
を
目
の
前
で
調

理
、
新
鮮
で
濃
く
の
あ
る
旨
さ

を
味
わ
え
、
メ
ン
バ
ー
の
間
で

早
く
も
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

メ
ー
ー
ュ
ー
は
ヘ
ビ
サ
ー
ロ

イ
ン
の
他
、
コ
ー
ス
が
８
千
円

か
ら
。
ま
た
ア
ワ
ビ
、
エ
ビ
、

ホ
タ
テ
貝
な
ど
の
魚
介
類
も
充

実
し
て
い
る
。
飲
み
物
は
ワ
イ

ン
が
主
だ
が
、
生
ビ
ー
ル
が
年

中
飲
め
る
。
「
異
人
坂
花
苑
」
の

オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、
ラ
ウ

ン
ジ
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ

☆
神
戸
ビ
ー
フ
の
味
わ
え
る

異
人
坂
花
苑
が
オ
ー
プ
ン

北
野
の
高
台
に
あ
る
メ
ン
バ

●
神
一
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

都
料
理

絢
澗
亭
八
け
ん
ら
ん
て
ぃ
ｖ

花
隈
町
３
番
６
号

濁
叩
（
３
５
１
）
６
１
１
０

高
速
花
隈
駅
を
降
り
て
、

花
隈
中
央
通
り
の
東
角
に
あ

る
都
料
理
の
〃
絢
澗
亭
″
を

ご
紹
介
し
よ
う
。
料
理
好
き

が
高
じ
て
〃
一
粒
″
と
い
う

昼
ご
は
ん
の
お
店
を
出
し
て

い
た
古
屋
都
子
さ
ん
が
、
料

お
か
み

理
人
兼
女
将
さ
ん
と
い
う
オ

ー
ル
マ
ィ
テ
ィ
の
料
亭
を
開

い
て
い
る
。
お
昼
は
一
人
前

五
千
円
、
八
千
円
、
一
万
円

の
コ
ー
ス
。
夜
は
一
万
五
千

円
。
五
人
以
上
な
ら
一
万
円

で
都
料
理
コ
ー
ス
が
味
わ
え

る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
一
品

騨溺』：
蔚
息

び
っ

家庭的が魅力

異人坂花苑

テ
は
な
し
デ
ス
ョ
・

元
宝
塚
の
風
か
お
る
さ
ん
が

歌
う
毎
土
曜
日
の
デ
ィ
ナ
ー
も

好
評
。
次
々
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

企
画
が
飛
び
出
す
ラ
・
ポ
ス
ト

は
今
注
目
の
お
店
デ
ス

ロ
山
手
幹
線
沿
い
パ
テ
ィ
オ
岡
本
１
Ｆ

湾
４
５
２
１
８
７
６
６

☆
イ
タ
リ
ア
田
舎
料
理
の

ポ
ル
ト
フ
ィ
ー
ノ

「
イ
タ
リ
ア
の
小
さ
な
港
町
ポ

ル
ト
フ
ィ
ー
ノ
が
店
名
の
由
来

秀一で
す
」
と
語
る
村
上
シ
ェ
フ
。

「
イ
タ
リ
ア
で
刺
激
を
受
け
た

の
は
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
（
家
庭
的

料
理
店
）
の
魅
力
。
本
格
的
イ

タ
リ
ア
料
理
を
カ
ジ
ュ
ア
ル
な

気
分
で
召
し
上
が
っ
て
頂
き
た

い
で
す
ね
」

昨
年
ｕ
月
１
日
オ
ー
プ
ン
。

穴
場
的
人
気
だ
が
、
や
は
り
お

い
し
い
も
の
は
み
ん
な
に
教
え

て
あ
げ
た
い
。
イ
タ
リ
ア
産
ワ

イ
ン
も
お
薦
め
、
他
の
本
格
料

理
店
よ
り
格
安
で
飲
め
る
。
店

内
レ
イ
ア
ウ
ト
も
お
し
ゃ
れ
。

中
央
区
三
宮
町
１
１
４
‐
お
ダ
イ
エ
ー

リ
ビ
ン
グ
前
置
３
３
２
１
２
３
４
５

ロ
ラ
ン
チ
￥
７
０
０
，
１
２
０
０
，
１
８

０
０
、
他
に
ア
ラ
カ
ル
ト
、
コ
ー
ス
多
種

Ⅲ
・
釦
Ａ
Ｍ
Ｉ
９
Ｐ
Ｍ
月
願
休

蕊

料
理
も
あ
り
、
ワ
タ
リ
ガ
ニ

や
生
の
イ
ク
ラ
の
白
漬
で
、

灘
の
蔵
元
・
木
村
酒
造
の
吟

醸
酒
や
、
カ
メ
出
し
の
招
興

酒
が
楽
し
め
る
。
独
特
の
絢

澗
し
ゅ
う
ま
い
も
人
気
。

□
ひ
る
／
吃
時
１
２
時
。
よ
る
／
５

時
１
９
時

１
１４５
１
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卜
（
１
０
０
０
円
、
ガ
コ
入
り
、
ロ
シ
ヤ

キ
ャ
ラ
メ
ル
・
オ
ー
キ
ー
ズ
・
ク
ラ
ン
チ

他
）
ｌ
い
ろ
ん
な
味
が
楽
し
め
て
、
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
魅
力
で
す
。
リ

ト
ル
ラ
プ
（
加
円
、
ハ
ー
ト
型
４
コ
入
り

コ
ー
ヒ
ー
、
ミ
ル
ク
他
）
Ｉ
お
値
段
も
お

て
ご
ろ
で
、
ホ
ン
ト
の
装
理
チ
ョ
コ
に
は

ぴ
っ
た
し
。

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
は
、
飾
り
け
の
な
い

一
ア
イ

ス
プ
レ

イ
の
方

で
も
、

３
つ
の

シ
リ
ー

ズ
の
個

》
性
を
打

坐
り
堀
幽
し

た
ソ
フ

ト
な
色

議騨識i鶏Ⅱ蕊１
１、フン請▼

鍛蹴綴:…二噸ﾄ ヶー 拳# 識愉雪溌華く８テンど１コ小ﾝ 類くだ．で，力> でがキぬ。ま，イ

而監と

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ
Ｓ
ｔ
／
ｖ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
部
／
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ

－
ハ
イ
ム
る
い
塾
。
今
は
、
自
分
を
表
現
す
る
の

一
『
よ
Ｌ
芦
§
う
ぐ
ノ
ノ
打
ｉ
ノ
ま
り
に
ど
う
い
っ
た
商
品
を
贈
る
か
と
い
う
時

神戸百店会だより

０

せ
〃
と
〃
愛
″
を
込
め
た
チ
ョ
コ
を
…

▼
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
か
ら
は
、
稲
パ
レ
ン

ク
イ
ン
の
新
製
品
の
ご
紹
介
を
…

バ
レ
ン
タ
イ
ン
板
チ
ョ
コ
（
却
仰
、
ミ

ル
ク
）
１
と
っ
て
も
か
わ
い
い
包
装
紙
は

さ
す
が
エ
チ
ゾ
チ
ッ
ク
な
ら
で
は
で
す
。

１
１４６
１

コ
ー
ベ
ピ
ア
と
の
組
合
せ
理
愁
鋤

ニ
ケ
イ
ト
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
ポ
イ

ン
ト
を
お
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
年
度
の

お
推
め
商
品
は
、
「
パ
ー
テ
ィ
ー
パ
レ
ン

ン
で
、
彼
の
ハ
ー
ト
を
射
妙
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

▼
風
月
堂

「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
を
合
い
言
韮
に
、
顕
年
の
バ
レ
ン
タ

イ
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
鳳
月
堂

の
商
品
展
開
は
、
〃
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ラサの理他・コミ８トラ
１１高チ、 - ' パＩルコハプ
ハキ級ヨ｜ニヒク入 5 0 0 ハ
１ユ品．蕊ラＩ・り円Ｉ

「
バ
ー
テ
ィ
ー
パ
レ
ン

かわいい女「腿」シリーズ
シテゼプはらたあす代
ヨＩンレのでなな・で

ン
〃
を

正
視
し

女
性
の

皆
さ
ん

一
人
一

人
が
い

か
な
る

方
法
で

I鐘墨

ダ
イ
ン
」
（
￥
１
０
，
０
０
０
）
。
こ
れ
は

パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
で
パ
レ
ン
タ
イ
ン
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
ジ

ャ
ン
ボ
な
ハ
ー
ト
チ
ョ
コ
は
雰
囲
気
づ
く

り
に
は
最
適
。
さ
て
、
何
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
す
る
で
し
ょ
う
。

▼
ユ
ー
ハ
イ
ム
コ
ン
フ
ェ
ク
ト

幸
せ
を
「
あ
な
た
と
共
に
…
」

心
よ
り
「
愛
を
こ
め
て
．
：
」

ユ
ー
ハ
イ
ム
コ
ン
フ
ェ
ク
ト
よ
り
〃
幸

評

シ
ン
プ
ル
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
特
徴
で
す
。

チ
ョ
コ
の
オ
ー
ダ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
実

施
中
。

▼
ベ
ル

今
年
は
、
特
別
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ｉ
ズ

を
持
た
ず
に
、
全
国
の
チ
ョ
コ
フ
ァ
ン
の

方
に
恩
い
つ
き
り
甘
い
味
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
こ
う
、
と
い
う
の
が
ベ
ル
。

商
品
の
方
で
は
、
や
は
り
ベ
ル
と
い
え

蕊
鰐

愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

ば
、
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
チ
ョ
コ
」
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
愛
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
（
醒
字
以
内
）
を
チ
ョ
コ
の
上
に
託

し
、
思
い
を
寄
せ
る
相
手
に
耐
る
の
で

す
。
は
に
か
み
や
の
あ
な
た
で
も
、
ベ
ル

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
チ
ョ
コ
を
使
え
ば
、
愛
の

告
白
は
簡
単
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
は

愛
を
伽
る
の
が
、
ベ
ル
の
提
案
で
す
。

▼
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ

「
私
の
愛
」
髄
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
バ
レ
ン

タ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

今
年
の
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
の
特
徴
は
、
ス

イ
ー
ト
ー
フ
ニ
ミ
ニ
ン
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
。

フ
ァ
ニ
ー
ー
ウ
イ
ッ
ト
溢
れ
る
ユ
ニ
ー
ク

な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
。
テ
イ
ス
テ
ィ
ー
粋
で
ア

ダ
ル
ト
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
。

づ
か
い
で
、
パ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
魅
力
が
倍
地
さ
れ
て
い
ま
す
。

繍
鍔
＃
瀞
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Ｓ ＨＯＷ
③つるや衣裳店が
大展示会を開催
大丸前・つるや衣裳店が、
1 2 月2 3 日、神戸国際展示場で
「しあわせへの序曲（プレリ
ュ，ド> : と題して大展示会を
開催しました。洋装では、ハ
･ - デイ・エィミス、ジバンシ
イー、パス: ､ 一
などヨー画シバ
級のものが、和

し、マルセル
郷
錘

掛、振袖など数F ﾄ ･ 点

市の最高
方でも打
が展示さ

れ、広い会場は衣装でうめつ
くされた。
また、ご予約受賜りニーナ

ーには、続々とお客様が訪ず
れ、その場で試し着する“未
来の花嫁さん”なども多ぜぃ
いた。
□つるや衣裳店
官（07 8〕3 2 1 - 0 3 6 0

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

⑥
現
磁
神
戸
シ
ャ
ツ
（
河
崎
侭
哩

憂
）
で
は
、
型
紙
作
成
に
Ｃ
Ａ
Ｄ

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
設
計
〉

を
採
凧
し
て
い
る
が
、
お
零
撤
に

は
な
か
な
か
の
評
判
。
社
長
さ
ん

自
ら
に
よ
る
考
案
が
、
認
ら
ｃ

Ａ
時
代
に
ピ
ッ
タ
リ
フ
ィ
ッ
隠
・
し

た
よ
う
で
す
。

神
戸
シ
ャ
ツ
／
神
戸
市
盟
〈
区
三

富
町
３
丁
目
１
１
６
茸
３
３
１

２
１
６
８

⑨
㈱
田
崎
マ
ベ
・
パ
ー
ル
が
、
マ

ベ
・
パ
：
ル
爵
店
を
一
一
菅
に
、

廻
月
８
日
オ
ー
プ
ン
。
初
の
マ
ベ

・
パ
‐
ル
｛
尚
府
に
、
ぜ
ひ
一
皮

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。
営
業
時
間

、
“
ｍ
Ａ
Ｍ
ｌ
７
配
ｍ
Ｐ
Ｍ
定

休
日
水
咽
日

住
所
／
神
一
掃
Ⅲ
〈
区
三
富
町
１

丁
間
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
》
五
三
ｌ

貢
窓
３
９
１
１
２
０
２
８

◎
モ
ロ
ゾ
フ
の
焼
き
た
て
ク
ッ
キ

ー
の
店
が
大
変
好
群
だ
が
、
大
阪

心
斎
橋
店
が
つ
い
に
誕
生
。

大
丸
心
斎
栃
店
／
大
阪
市
南
区
心

斎
栃
筋
１
１
蝿
大
丸
心
斎
橋
店
地

下
２
Ｆ
湾
０
６
‐
‐
２
７
１
１
１

２
３
１
Ｐ
Ｍ
ｍ
》
ｍ
ｌ
Ｐ
Ｍ
６

“
”
（
水
腫
定
休
）

ｅ
さ
ん
ち
か
改
装
に
あ
た
り
、
２

月
狸
日
（
火
）
←
３
月
”
日
（
金
）

ま
で
の
妬
日
間
全
店
羊
斉
休
業
い

た
し
ま
す
。
ロ
ゴ
タ
イ
プ
も
変
わ

シリ
ン、
ポア
ルル
（
像
に
代
わ
る
新
し
い

・
・
エ
レ
ク
ト
ロ
・
ツ
リ

１
」
も
設
瞳
さ
れ
ま
す
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
記
念
展
に
は
、
ヘ
イ
タ
ー

展
も
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

さ
ん
ち
か
名
店
会
／
０
７
８
１

３
９
１
１
０
９
２
５

蕊；
⑲永田良介商店から
木製のコーヒーカップを
大丸前永田良介商店より、水

製のスタンド付コーヒー･ カップ
を１名様にプレゼント。陶器に
木製カバーがついたもので、と
ってもオシャレなコーヒーカッ
プです｡ ペアーカップで､ 彼との
素敵なコーヒータイムをお楽し
み下さい。受け取りは編集室へ

嬢謹譲譲
⑨ユーハイムより
クライナートラウムを
ユーハイムより、パレンタ‘
ンにビックリマッチしたクライ
ナートラウムチョコを1 6 名糠に
プレゼント。彼のハートをいか
にしてつかもうかと思っている
あなたには、必裕品では？甘い
甘いチョコをぜひどうぞも受け
取りは神戸っ子網娘篭まで。

ＰＥＯＰＬＥ〈2 9 ＞
驚灘…ｰ 耀羅蕊雛

③マベ・パールの魅力を知ってほしい

中井正子く豊曝嬢､- ﾙ＞
大学では化学を専攻しており、田崎真
珠に入社してからは、研究室でずっとマ
ベ・パールを専門に扱っていたという中
井さんは、
店の店長さ

田崎マベ・パ
ん。マベ・パ

- - ルで初の専門
一ルは、真珠と

I ま違った魅力で、若い方にも大変好評だ
ということ。専門店ならではの、オリジ
ナルデザインの数々を、・・度ぜひごらん
になって下さい。

ＰＲＥＳＥＮＴ
C ＯＲＨＥＲ

唯
募
方
法
③
蕊
書
に
供
所
、
氏
名
、
砿
話
番
号
、
希

製
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
一
星
叩
中
央
区
束
町

ｍ
ｌ
ｌ
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

▼
店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
１
月
釦

鳳
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
莱
替
を
持
つ
青
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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☆
〃
文
化
の
祭
典
″
事
業
概
要

神
戸
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
稲

は
、
世
界
各
国
の
若
人
が
集
う

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
行
う
文
化
行

事
〃
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
″
の
概
要
が
決
ま

っ
た
。
主
な
事
業
は
次
の
通
り

・
手
を
つ
な
ご
う
世
界
の
ふ
る
さ
と

８
／
Ｍ
ｌ
９
／
４
世
界
各
国
の
民
族
、

芸
能
、
音
楽
、
文
化
等
の
自
由
な
発
表

。
第
一
回
国
際
フ
ル
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル

７
／
犯
１
８
／
４
日
本
で
初
め
て
の
国

際
的
規
模
の
コ
ン
ク
ー
ル

・
日
本
の
ま
つ
り
イ
ン
神
戸
８
／
”

日
本
各
地
の
有
名
な
伝
統
的
祭
り
を
呼
び

日
本
の
祭
り
を
楽
し
む

・
世
界
学
生
美
術
展
８
／
型
１
９
／
５

世
界
の
大
学
生
を
対
象
と
し
た
絵
画
展

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

・
国
際
親
善
の
日
５
／
垢
１
８
／
９

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
参
加
国
を
映
画
・
料

理
・
物
産
・
講
演
会
な
ど
で
紹
介
す
る
。

☆
フ
ラ
イ
ン
グ
ス
イ
ン
ガ
ー
が

や
っ
て
来
る

１
１４８
１

近
年
、
建
物
と
し
て
の
デ
ザ
イ

ン
と
地
域
、
白
蕪
に
溶
け
込
む

外
観
が
兼
ね
合
っ
た
建
築
物
に

よ
っ
て
、
神
戸
の
新
し
い
イ
メ

ー
ジ
が
ま
た
造
ら
れ
そ
う
だ
。

☆
受
賞
建
物
／
灘
神
戸
生
活
協
同
組
合
生

活
文
化
セ
ン
タ
ー
松
蔭
女
子
学
院
短
期

大
学
神
戸
ボ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
シ
ャ

ル
レ
本
社
ピ
ル
キ
ム
ラ
タ
ン
本
社
営
業

部
ビ
ル
ジ
ャ
ヴ
ァ
グ
ル
ー
プ
本
社
ビ
ル

ワ
ー
ル
ド
本
社
ピ
ル
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

製
菓
本
社
工
場
田
崎
ビ
ル
啓
明
女
学
院

☆
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
新
し

い
力
ｌ
建
築
文
化
賞
決
定

神
戸
の
建
築
文
化
を
高
め
、

美
し
い
街
づ
く
り
に
貢
献
し
た

建
物
を
表
彰
す
る
、
第
４
回
神

戸
市
建
築
文
化
賞
が
決
ま
り
、

１
月
皿
日
表
彰
式
が
行
わ
れ
た

今
回
、
加
件
中
７
件
ま
で
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
内
の
建
物
に
集

中
し
た
こ
と
が
目
を
ひ
く
。

誕
生
日

あ
り
が
と
う

連
動『

蚊
の
涙
の
二
世
さ
ん
』

今
後
も
ご
愛
読
を
″

誕
生
日
あ
り
が
と
う
連
動
に
、
十
九

年
も
の
長
い
間
〃
愛
の
定
期
便
″
を
送

り
続
け
て
い
た
だ
い
た
厩
名
で
大
阪
の

「
蚊
の
涙
さ
ん
」
が
ご
他
界
さ
れ
、
息

子
さ
ん
が
、
『
蚊
の
涙
二
世
』
と
し
て

愛
の
定
期
便
を
継
続
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
感
謝
の
こ
と
ば
を
、
本
誌
の
昨

年
十
一
月
号
に
掲
戦
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
れ
が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
蚊
の

涙
二
世
さ
ん
の
目
に
と
ま
り
、
十
二
月

末
に
次
の
よ
う
な
お
便
り
が
き
ま
し
た

「
先
日
、
月
刊
誌
『
神
戸
っ
子
』
を

拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私
の
知
ら
な

い
父
を
見
た
思
い
で
感
激
し
て
お
り
ま

す
。
父
を
亡
く
し
て
ま
だ
日
も
浅
い
の

で
何
か
に
つ
け
て
は
思
い
出
さ
れ
ま
す

今
ま
で
新
聞
で
紹
介
し
て
い
た
だ
い

た
記
事
も
大
切
に
保
管
し
て
、
と
き
ど

き
出
し
て
見
て
お
り
ま
す
。

と
て
も
大
変
な
お
仕
蛎
で
す
が
、
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
後
略
）
」

蚊
の
涙
二
世
さ
ん
に
、
こ
う
し
て
わ

た
し
た
ち
の
感
謝
の
気
持
ち
が
伝
わ
り

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

こ
の
月
刊
『
神
戸
っ
子
』
は
、
木
運

動
発
足
当
初
か
ら
こ
の
棚
を
特
設
し
て

く
だ
さ
り
、
も
う
二
十
年
近
く
も
本
運

動
の
広
報
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
す
。

今
後
も
こ
の
棚
を
と
お
し
て
、
蚊
の

涙
二
世
さ
ん
と
交
流
が
も
て
る
こ
と
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
毎
月

と
の
棚
に
、
本
運
動
の
動
き
を
掲
戦
し

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
蚊
の
涙
二
世

さ
ん
ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

艇
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

卿
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

宮
二
五
一
’
八
一
六
一
内
線
三
一
六

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル松疏女子学院短期大学

つ拡機すま山
あげ能都すへ海
るつを市まとへ

Ｕ

と
緑
の
博
覧
会
コ
ウ
ベ
グ
リ
ー

ン
エ
キ
ス
ポ
稲
が
開
催
さ
れ
る

が
、
会
場
内
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ゾ

ー
ン
に
建
設
さ
れ
る
〃
も
り
っ

こ
ラ
ン
ド
〃
に
設
置
す
る
遊
具

が
決
定
し
た
。
過
種
の
遊
具
施

設
が
あ
る
が
、
中
で
も
目
玉
は

フ
ラ
イ
ン
グ
ス
イ
ン
ガ
ー
と
名

付
け
ら
れ
た
乗
り
物
で
、
２
人

乗
り
の
箱
が
上
下
運
動
す
る
か

な
り
ス
リ
リ
ン
グ
な
仕
掛
け
。

も
り
っ
こ
ラ
ン
ド
は
５
月
末

日
完
成
予
定
で
、
こ
の
新
鋭
機

は
７
月
開
催
と
同
時
に
市
民
の

目
の
前
に
そ
の
姿
を
現
わ
す
。

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
に

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
大
学
が
…

神
戸
研
究
学
園
都
市
（
神
戸

市
西
区
）
に
、
鍋
１
Ｍ
年
度
開

校
予
定
で
神
戸
芸
術
工
科
大
学

（
仮
称
）
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

出P

研究学園都市完成予想図

鯉縦謁迄膿
供情育の業シフつ

一
今
年
７

麺
月
虹
日
Ｉ

対
ｎ
月
４
日

〃
ま
で
神
戸

計
総
合
運
動

フ
公
園
で
花

一二＝可盃鐘一

を
目
的
と
し
て
お
り
、
中
京
女

子
大
学
な
ど
の
理
事
長
を
務
め

る
谷
岡
太
郎
氏
が
新
設
す
る
。

学
部
学
科
は
、
応
用
芸
術
学

部
の
中
に
応
用
芸
術
デ
ザ
イ
ン

学
科
、
経
営
情
報
学
科
が
あ
り

ま
た
短
大
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
学

科
）
も
併
設
さ
れ
る
。
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ヨ
ー
〃
ア
メ
リ
カ
ン
エ
ン
タ
ー

テ
ィ
メ
ン
ト
″
は
２
月
⑫
日
ま

で
開
催
中
。

☆
売
れ
て
い
ま
す
。
村
尾
亜
紀

の
〃
遠
く
離
れ
て
子
守
唄
″

〃
酔
い
ど
れ
マ
マ
の
子
守
唄
″

が
、
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
に
子
供
た

ち
を
あ
ず
け
て
頑
張
る
三
宮
バ

ー
街
の
マ
マ
達
の
共
鳴
を
呼
び

神
戸
で
後
援
会
が
生
ま
れ
た
ク

ラ
ウ
ン
レ
コ
ー
ド
の
村
尾
亜
紀

さ
ん
（
福
知
山
出
身
）
の
、
最

新
ヒ
ッ
ト
作
〃
遠
く
は
な
れ
て

子
守
唄
″
の
七
万
枚
達
成
と
、

笑
。
タ
イ
ガ
ー
シ
ョ
ー
に
は
固

唾
を
飲
む
。
音
楽
、
美
術
、
舞

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
総
合
的
な

大
学
は
、
日
本
で
も
初
め
て
の

試
み
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

神
戸
に
、
ま
す
ま
す
全
国
の
フ

ァ
ン
が
注
目
す
る
で
あ
ろ
う
。

☆
海
く
り
ま
で
行
け
ま
す
ノ

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
構
想

国
鉄
湊
川
貨
物
駅
跡
地
の
利

用
を
検
討
し
て
い
た
神
戸
市
が

計
画
概
要
を
決
定
し
た
。

名
称
の
方
は
す
で
に
市
民
か

ら
の
公
募
で
〃
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン

ド
〃
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
海
べ

の
街
と
し
て
、
文
化
施
設
を
中

心
に
、
海
ま
で
市
民
が
行
け
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
を
つ
く

る
。
さ
ら
に
東
遊
園
地
ｌ
海
岸

通
り
ｌ
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
ー
ハ

つ
な
ぐ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
充
実

さ
せ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
街
づ
く

り
を
目
指
す
。

神
戸
の
街
が
、
ま
す
ま
す
海

に
向
か
っ
て
拡
が
る
、
素
敵
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
そ
う
で
あ

る
。★

動
物
園
に
新
し
い
空
間
が

昭
和
妬
年
開
園
以
来
、
市
民

の
間
で
親
し
ま
れ
て
い
る
王
子

動
物
園
が
、
全
国
で
も
珍
し
い

「
動
物
科
学
資
料
館
」
を
園
内

鑑驚鍵；

ハーパーランド構想図

区南｜ン１１
と地運ドラバ

に
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

単
な
る
見
せ
物
的
な
も
の
か

ら
、
よ
り
情
報
提
供
的
な
も
の

が
求
め
ら
れ
る
志
向
に
合
わ
せ

て
、
３
万
冊
余
の
動
物
・
自
然

関
係
書
を
収
蔵
す
る
図
書
室
を

は
じ
め
、
ゴ
リ
ラ
の
生
息
地
を

ジ
オ
ラ
マ
で
再
現
、
ペ
ン
ギ
ン

や
カ
ワ
ウ
ソ
の
水
中
生
態
が
見

学
で
き
る
仕
組
み
も
あ
る
。
ま

剥
製
も
展
示
さ
れ
る
。
知
的
に

動
物
達
に
迫
る
空
間
、
完
成
が

待
ち
遠
し
い
。
（
囲
年
３
月
オ
ー

プ
ン
予
定
）

☆
理
屈
ぬ
き
で
楽
し
め
る

サ
ー
カ
ス
を
／

サ
ー
カ
ス
小
屋
の
イ
メ
Ｉ
ジ

を
一
掃
、
新
た
な
サ
ー
カ
ス
文

化
を
築
こ
う
と
ス
タ
ー
ト
し
た

サ
ー
カ
ス
シ
ア
タ
ー
（
宝
塚
フ

ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
内
）
。
哩
月

鍋
日
の
開
幕
以
来
好
評
を
博
し

て
い
る
。

本
場
ア
メ
リ
カ
の
エ
ン
タ
ー

テ
ナ
ー
が
繰
り
広
げ
る
、
〃
タ

イ
ト
ロ
ー
プ
〃
や
〃
空
中
ダ
ブ

ル
ブ
ラ
ン
コ
〃
で
は
ス
リ
ル
を

味
わ
い
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
ピ
エ

ロ
た
ち
の
動
き
に
場
内
大
爆

蕊蕊蕊

１
１４９
１ 瀞

、
雫
輔
宝

零m蕊競

;鰯

、
届
癖
鮮
師
ヵ
』

音
楽
教
師
と
し
て
、
作
品
の
中
で
自

分
の
個
性
を
如
何
に
表
現
し
得
る
か
に

限
り
な
い
喜
び
を
感
じ
て
い
た
作
者
が

俳
句
の
間
に
興
味
を
持
ち
、
句
ｆ
を

始
め
て
加
年
余
、
薯
は
こ
の
思
い
立

ち
句
築
で
あ
る
。
「
不
調
和
の
調
和
」

が
、
重
饗
葱
「
黙
の
＃
」
を
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
宿
し
て
い
る
と
い
わ
れ

る
恵
以
の
句
。
〃
マ
ズ
ル
カ
″
の
響
き

に
似
た
拡
が
り
を
感
じ
る
書
で
あ
る
。

（
湯
川
書
房
￥
２
５
０
０
）

漆
灘
繍
窯
峠
輔
年
』

「
病
人
の
た
め
の
病
院
」
と
い
う
理

想
を
掲
げ
て
、
平
生
弧
三
郎
が
叩
和
９

年
６
月
に
開
院
し
て
以
来
、
五
十
周
年

を
迎
え
た
甲
南
病
院
が
、
そ
の
足
跡
を

綴
っ
た
小
史
を
発
行
し
た
。

五
十
年
目
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
、

爵
病
騰
目
の
心
の
通
っ
た
医
振
を

目
指
し
、
健
雌
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に

対
応
し
た
、
簸
新
の
設
州
や
機
器
に
よ

る
医
療
を
提
供
で
き
る
病
院
へ
向
け
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
一
つ
の
ス
テ

ッ
プ
で
あ
る
。
（
非
売
品
）

動物科学資料館完成予想パース
たの思介史園子た
ち動いやのの動、
の物出、紹歴物王

とにかく楽しめます
つがるあな踊
たつもらどな
シまのゆ、ど

歌
手
生

率
活
加
周

権
年
記
念

、罫
の
・
ハ
ー

寺
テ
ィ
が

跡
十
一
一
月

絹
霊
》
》
》
濡
毒
熟
状
』

本
書
は
、
米
の
３
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
経
済
関
係
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

を
務
め
る
ケ
ビ
ン
・
Ｐ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス
の
著
書
の
訳
書
で
あ
る
。
時
代
の
変

遷
の
中
で
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す

日
米
関
係
の
先
行
き
と
世
界
の
日
本
鯉

で
あ
る
．
農
の
ア
メ
リ
カ
側
の
対
応

を
示
唆
す
る
興
味
深
い
書
で
あ
る
。

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
￥
１
８
０
０
）

開
…
…
細
蕊
鍵
零
、
蝋

五
口
Ｈ
、

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
伽
名

の
フ
ァ
ン
が
集
ま
っ
て
開
か
れ

た
。
田
淵
岩
夫
の
司
会
で
、
平

和
勝
次
、
島
こ
う
じ
、
地
元
出

身
の
神
戸
一
郎
さ
ん
ら
が
ゲ
ス

ト
出
演
。
宮
城
千
賀
子
、
秋
田

Ｂ
助
ら
も
声
援
に
か
け
つ
け

た
。

図
書

ガ
イ
ド

鱗
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時計
≦庭Ｉ

渋
谷
順
子
さ
ん
が
北
海
道
か
所
の
名
前
。

１
１５０
１

続
。
マ
ニ
ア
に
は
垂
挺
モ
ノ
の
る
。

Ｓ
Ｆ
・
怪
奇
ポ
ス
タ
ー
掲
載
本
「
Ｓ
Ｆ
・
怪
奇
映
画
ポ
ス
ク
ー
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
映
画
堂
出
版
発
行
、
プ
レ
イ
ガ
イ

が
発
行
さ
れ
た
。
．
．
‐
／
ｒ
』
し
ｔ
ゆ
：
ｆ
，
…
１
１

最
高
」
と
感
激
を
語
っ
て
い
る
国
で
は
医
学
の
一
分
野
で
あ
り
言
０
７
９
７
訂
）
５
６
３
０

人
な
ど
の
映
画
ポ
ス
タ
ー
が
続
も
あ
り
、
早
い
発
行
が
望
ま
れ

シ
ュ
タ
イ
ン
、
ミ
イ
ラ
男
、
猿
て
し
ま
う
代
物
。
続
刊
の
予
定
の
山
口
陽
一
さ
ん
。

☆
神
経
性
疾
患
の
治
療
は
針
灸

花
／

大
阪
湾
全
体
計
画
の
抜
本
的
同
時
に
「
い
ま
ま
で
何
度
か

見
直
し
、
と
生
活
の
中
で
の
お
願
い
し
た
こ
と
だ
が
、
従

知
事
は
「
太
平
洋
時
代
で
の
大
会
の
協
力
を
要
請
す
る
と
も
低
下
し
か
ね
な
い
。

マニア必見

園
○
国
園
田
○
ｍ
目

★
ラ
ジ
オ
関
西
の
松
井
政
和
専
務
の
住

所
が
変
わ
り
ま
し
た
。
〒
蝿
神
戸
市
垂

水
低
千
鳥
ガ
丘
３
丁
目
副
ノ
”

★
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
を
昨
年
末
退
蔵
さ

れ
た
演
出
家
の
岡
田
英
代
さ
ん
の
〃
ご

ぐ
ろ
う
さ
ん
パ
ー
テ
ィ
〃
が
、
２
月
浬

日
（
金
）
生
田
神
社
会
館
４
Ｆ
ホ
ー
ル

で
、
午
後
６
時
よ
り
淵
か
れ
ま
す
。
会

饗
は
１
万
円
。

★
ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
加

年
を
迎
え
た
現
代
美
術
の
植
松
杢
二
さ

ん
か
ら
、
こ
の
秋
、
神
戸
へ
雁
を
移
し

デ
ュ
ッ
セ
ル
は
ア
ト
リ
エ
と
し
て
お
い

て
作
裳
活
動
を
締
け
た
い
と
い
う
知
ち

せ
が
入
り
ま
し
た
。

☆
「
み
や
ぴ
流
押
絵
・
・
の
小
西
金
涜
、

絹
甫
さ
ん
八
〒
曲
調
屋
市
公
光
町
３
ノ

躯
河
０
７
９
７
（
認
〉
１
０
０
１
Ｖ
が
出

演
し
た
Ｎ
五
Ｋ
テ
レ
ビ
婦
人
百
科
が
２

月
、
日
面
日
塑
日
に
再
放
送
。

★
大
日
木
除
錐
菊
Ｋ
Ｋ
（
上
山
英
介
社

長
）
が
、
創
莱
百
周
年
を
迎
え
〃
金
島

創
業
百
周
年
記
念
パ
・
‐
テ
ィ
を
、
大
阪

ロ
イ
ャ
ル
ホ
テ
ル
で
２
月
８
日
午
後
６

時
か
ら
開
仙
。

★
北
野
町
の
コ
ー
ナ
ー
ハ
ウ
ス
ピ
ル
の

３
Ｆ
に
〃
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
〃
を
オ
ｉ
プ
ン
し

た
宇
津
賊
二
さ
ん
が
、
昨
年
出
版
し
た

含
印
自
○
○
宍
画
冒
ご
圃
皇
が
、
ノ
．
，
マ
ン
・

ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
の
原
画
美
術
館
・
●
ｏ
伊
ロ

○
○
海
ｚ
両
元
観
。
こ
め
噂
に
展
示
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

☆
カ
メ
ラ
マ
ン
の
一
ノ
瀬
元
子
さ
ん
の

住
所
が
変
わ
り
ま
し
た
。
フ
ォ
ト
・
ス

タ
ジ
オ
／
〒
砲
西
宮
市
戸
埼
町
５
ノ
３

上
甲
子
閲
マ
ン
シ
ョ
ン
訓
宵
０
７
９
８

（
“
）
７
１
０
２

★
、
、
且
Ｉ
ジ
シ
ャ
ン
の
森
哲
也
さ
ん
が

維
居
。
〒
師
Ｉ
、
神
戸
市
北
区
君
影
町

６
ノ
ー
ノ
４
宮
蛎
（
卿
）
６
１
５
５

★
木
誌
に
執
派
中
の
橋
本
明
氏
の
父
君

横
本
早
苗
氏
（
神
出
病
院
院
畳
）
が
、

一
月
三
日
に
他
界
さ
れ
、
四
日
に
通
照

院
で
告
別
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
木
誌
の
カ
メ
ラ
マ
ン
米
田
定
蔵
氏
の

兄
、
米
田
昌
弘
さ
ん
が
、
群
れ
の
釦
日

に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
ご
笑
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
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料理の味が冴える季節。馬刺し、すずめ、うずら、鴨ねぎは“通' ，好みの季節料理です。
溌久

i お客さまにお出しする器はすべて古陶器の逸品です｜
さりげなく置かれた古陶器。料理と器の味をご賞味ください。

１５１

｜ n 段右あ
、蔀辻…ｳ 蜘霜韓起唖輔蝉轄認､ : . ‘具' _ 守,

|蕊
Ｅ
町
且
”
酔
哩

層
③ 鷺 ｡③ｅ山桝総久焼鳥釜めし

神戸市東灘区本山北町３－１１本山市場東(阪急岡本･国鉄摂津本山各駅から徒歩3分）
電話( 0 7 8 ) 4 5 2 - 2 9 0 5午後5時- 1 0時月曜休峨'岬が近くI昌愛わりました）
蛍･ 焼鳥コース（皮・ズリ・ねぎ身・ミンチ・野菜２種類）の他に、うずら、すずめ、
鶴ねぎなどの野鳥料理、馬刺し・鹿刺しなど季節の風味をご賞味ください。

：
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６

ゆ

鱒⑧‘

神
戸
で
味
わ

ー

つ

グルメが奨めるフランスの味
寸・･ ‐ベックブァンと
の意味｡ 料理の味に

す。伊勢
ん肉料理

はうランス語で「見事なくちばし」
はどこまでもうるさくという願いを
エビをはじめ魚介類の味が冴える季
にもご満足いただけます。

旦迦塑蜘
雛Ⅸ岩尾中町４－２．．１５島文第３ピル９Ｆ念8 8 1 - 1 5 3 0

,:30Al【-.2930臥・４:30肌～10:30剛．無休

新鮮な味をお届けします
ハンタ･ - 坂に面したどっしり落ち着いた構えの西洋割烹
のＩＩ１ｉ神戸ビーフ、魚風刺を業材にバラエティ膳富んだ
メニューを眼の前で料理してくれる。店内には吹き抜け
の中庭もあり、夜空を眺めながらの食忠もできる

"…縦.寵Queen"ｓ
icestpeOpIeaf

Court
ILI,央IXIII本辿２－１３，‐１１

垂2 4 2 - 2‘１６９

熱いものは熱く冷たいものは冷た〈
海の､ 勝の鴨り合わせをｎ世とする、モダンなフランス料
瑚の店シェフの朝の中央市増への仕入れも、、』1 店の味
の秘訣、その１１の味覚による6 0 0 0 1 1 1 からの．
熊のワインをそえたすてきなディナーをお肘

フランス料理レスト

１１０

>/ヤン．Z、 －

－７坐
''1典灰.化野町３ｊ､1１１－１

念２ｲ 2 - 4 1 8 8

一・ス

けし
1､目、数
まず。
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神戸の中のドイツがここに
神戸でも数少ないドイツ料理専門店。, コース料理は値段
も手頃で、味道楽にも人気を呼んでいる。ドイツといえ
ばビ･ ･ ル。シヱパーテンなど３種類のドイツビールが楽
しめ、電話１本で希望掻りのワインも飲めます。

ＤＥＵＴＳＣＨＥＳＲＥＳＴＡＵＲＡＮＴ

験i ＭＭｇ
中央区山本通２－８－１５口･ ･ ズガーデンビル

壷? ”- 1 4 2 4

手頃な値段で高級中国料理を
料理長の李昌玲はテレビの料理番組にも出演し、オリエ
ンタルホテルの料理講師をも務めたことのあるベテラン。
高級中国料理を手頃な値段で味わえます。純中国風の赤
い柱と緑の屋根の店作りもムード満点。

中園糾理

篭わ敬庵
中央区栄町１
か39 2．‐19 8 2

－２‐･ 2 ８（大丸西口中華街）
１１：O 0 A M - 8 ：３０２M．火曜定休

アンダルシアの夜をあなたに

亨蛎;鰯j;，スペインの味とフラメンコ

中央区北野町3 - 2 - 4 < 異人館通り）
金2 4 1 - 1 3 4 4 6 : 0 0 2 M～1 : O 0 A M

アニルドマンシニョン１Ｆ
水曜休
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ヤヤ、こんなところに
店が( 上) チャーリープ
ラウンがお迎えします

ﾐﾙぎ

< 神戸女学院大学教授〉
小関三平

マ
ド
ロ
ズ

か
つ
て
は
、
港
町
と
い
え
ば
、
船
乗
り
が
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
。

「
異
国
情
緒
」
と
い
う
も
の
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
粋
な
姿
の

外
国
船
員
が
、
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

へ
腕
に
錨
の
入
れ
墨
彫
っ
て

や
く
ざ
に
強
い
マ
ド
ロ
ス
の

お
国
言
葉
は
違
っ
て
い
て
も

恋
に
は
弱
い
畷
り
泣
き

一
一
度
と
逢
え
な
い
心
と
心

踊
る
ブ
ル
ー
ス
の
切
な
さ
よ

－
」
れ
は
、
「
窓
を
開
け
れ
ば
港
が
見
え
る
」
で
始
ま
る
、
『
別

れ
の
ブ
ル
ー
ス
』
（
昭
和
十
二
年
）
だ
が
、
戦
前
の
流
行
歌
の
一

は
し
り

ジ
ャ
ン
ル
を
な
し
て
い
た
「
マ
ド
ロ
ス
Ｊ
い
〕
の
」
の
先
駆
は
、
輸
入

映
画
『
こ
れ
ぞ
マ
ド
ロ
ス
の
慧
』
の
主
題
歌
だ
っ
た
。
昭
和
九
年

の
こ
と
で
あ
る
。

が
、
そ
れ
も
今
は
昔
と
な
っ
て
、
も
は
や
、
港
ｌ
マ
ド
ロ
ス
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
あ
ま
り
通
用
し
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
「
コ
ン

テ
ナ
化
」
の
せ
い
で
あ
る
。

三
平
の

神
戸
話
も
⑧
ろ
風
俗
調
そ
の
５

一
裳
通
り
の

エ
グ
ゾ
テ
ィ
ス
ム

１
１５４
１

るぽらいた－

＊

＊

＊

か
っ
て
は
段
賑
を
誇
っ
た
、
南
京
町
の
「
外
人
寺
ハ
ー
」
街
も
、

す
っ
か
り
さ
び
れ
て
し
ま
っ
た
。
夜
の
冷
た
い
風
に
さ
ら
さ
れ
な

が
ら
街
角
に
立
つ
ホ
ス
テ
ス
さ
ん
た
ち
も
、
「
不
景
気
で
ア
ヵ
ン

わ
」
と
ポ
ヤ
く
こ
と
し
き
り
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
そ
の
分
、
辛
う
じ
て
生
き
耐
え
る
外
人
バ
ー
は
、

異
国
情
緒
を
わ
ず
か
に
残
す
、
貴
重
な
風
物
と
な
っ
た
わ
け
で
あ

る
。最

盛
期
に
比
べ
て
半
減
し
た
も
の
の
、
神
戸
港
振
興
協
会
が
外

人
向
け
に
作
っ
た
ヨ
ー
ベ
・
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
マ
ッ
プ
」
に

は
、
南
京
町
を
中
心
に
二
十
八
軒
の
バ
ー
・
パ
ブ
。
ス
ナ
ッ
ク
・

ク
ラ
ブ
の
名
が
載
っ
て
い
て
、
と
く
に
、
元
町
商
店
街
の
東
か
ら

一
’
三
本
目
ぐ
ら
い
の
路
地
を
、
中
華
街
に
向
か
っ
て
南
に
入
っ

た
あ
た
り
に
は
、
ネ
オ
ン
ま
た
た
く
横
文
字
の
看
板
が
、
ひ
し
め

い
て
い
る
。

が
、
宝
副
の
日
本
人
客
は
、
ち
ょ
っ
と
入
り
に
く
い
。
や
は
り

パ
イ
ロ
ッ
ト

水
先
案
内
が
要
る
。
私
は
、
ま
ず
、
港
暮
ら
し
一
一
十
五
年
の
キ
ャ

か
ど
も
と

プ
テ
ン
・
角
本
稔
さ
ん
を
頼
り
に
、
お
っ
か
な
び
っ
く
り
で
、
探

訪
に
出
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
角
本
さ
ん
は
、
「
港
め
ぐ
げ
」

観
光
の
船
長
さ
ん
で
あ
る
。

＊

＊

＊

角
本
さ
ん
は
、
ま
ず
、
栄
町
通
り
を
越
え
、
一
二
和
銀
行
の
西
。

☆
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ずいぶん賑やかな謡板( 上右) ローズの仕かけ? ! いえ、レポーターです( 上中) 。へい、どこ
の船員だ( 下) 、いやはやなんとも凄い店、ド迫力のローズ、船員さんものっています( 左) 。

蕊
騨
鱗
鰯
窪
溌
蕊
‐
｜
鴬
蕊
輔

６
１
５
１
１

い
う
感
じ
で
、
片
肘
を
カ
ウ
ン
タ
ー
に
乗
せ
て
、
立
っ
て
飲
む
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仕
込
み
の
本
格
派
ス
タ
イ
ル
な
の
で
あ
る
。

外
人
客
が
現
わ
れ
な
い
の
で
、
キ
デ
ィ
さ
ん
に
訊
ね
る
と
、
ま

だ
時
間
も
早
い
し
、
昼
の
ほ
う
が
賑
わ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

な
る
ほ
ど
、
船
乗
り
の
生
活
リ
ズ
ム
を
考
え
る
と
、
そ
ん
な
も
の

か
も
し
れ
な
い
。＊

＊
．
＊

実
は
、
神
戸
の
純
外
人
バ
ー
の
主
流
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
系
で
、

五
軒
は
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
以
来
の
伝
統
も
あ
る
が
、
日
本
郵

船
な
ん
か
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
船
会
社
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
い
う
縁

も
あ
る
、
と
角
本
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。

南
京
町
の
『
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
』
も
、
そ
の
代
表
格
の
老
舗
で
、

初
来
日
以
来
三
十
年
と
い
う
マ
ス
タ
ー
・
ラ
ウ
ル
セ
ン
さ
ん
ｌ

通
称
「
陣
（
（
ｌ
ト
）
」
ｌ
は
、
こ
の
世
界
の
名
物
男
で
あ
る
。

こ
の
人
も
、
や
は
り
元
船
乗
り
で
、
奥
さ
ん
は
日
本
女
性
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
、
ア
ー
ル
ポ
ル
ク
の
ほ
か
、
リ
キ
ュ
ー
ル
の
「
カ
ー

ル
ー
ア
」
と
か
「
ガ
ン
メ
ル
・
ダ
ン
ス
ク
」
と
い
っ
た
、
デ
ン
マ

ー
ク
の
お
酒
が
置
い
て
あ
る
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
後
ろ
の
壁
に

は
、
い
ろ
ん
な
面
白
い
格
言
や
詩
句
が
、
真
ち
ゅ
う
板
に
彫
り
込

ま
れ
て
、
飾
ら
れ
て
い
る
。

客
筋
は
、
も
ち
ろ
ん
北
欧
系
が
多
い
が
、
日
本
人
の
通
に
も
人

気
が
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
で
出
会
っ

た
銀
髪
紳
士
・
大
島
さ
ん
と
ま
た
顔
が
合
っ
た
し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

バ
ー
探
訪
の
絵
入
り
ハ
ガ
キ
を
、
月
に
一
回
、
『
グ
ッ
ド
・
バ
ー

通
信
』
と
題
し
て
刊
行
し
て
い
る
、
田
中
正
樹
さ
ん
や
成
田
徹
さ

ん
と
も
、
私
は
こ
こ
で
識
り
合
い
に
な
っ
た
。
田
中
さ
ん
と
成
田

さ
ん
に
よ
る
と
、
大
島
さ
ん
は
、
外
人
バ
ー
に
詳
し
い
大
ベ
テ
ラ

ン
、
つ
ま
り
は
お
師
匠
さ
ん
格
で
、
「
語
学
の
天
才
」
な
の
だ
そ

う
で
あ
る
。

そ
う
し
た
人
気
の
秘
密
の
一
つ
は
、
マ
ス
タ
ー
夫
婦
の
人
柄
に

も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
メ
ガ
ネ
を
か
け
た
小
柄
な
ヨ
シ
ミ
夫
人
は
、

朗
ら
か
で
気
さ
く
だ
し
、
彼
女
が
「
ロ
バ
ノ
．
」
と
呼
び
か
け
る
旦

那
の
ラ
ウ
ル
セ
ン
さ
ん
は
、
ハ
ン
フ
リ
イ
・
ボ
ガ
ー
ド
そ
っ
く
り

で
、
声
も
低
く
て
渋
い
、
な
か
な
か
風
格
の
あ
る
オ
ジ
さ
ん
で
、
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蕊
人
バ
ー
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
ピ
ッ
タ
リ
す
る
の
は
、
む
し
ろ
、

こ
う
し
た
店
だ
ろ
う
。

け
れ
ど
も
、
今
で
は
、
こ
の
種
の
店
は
減
っ
て
い
て
、
全
体
と

し
て
不
景
気
な
外
人
バ
ー
街
で
は
、
日
本
人
客
の
比
率
が
、
ど
ん
ど

ん
ふ
え
て
い
る
し
、
ま
た
歓
迎
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
こ
の
道
で
は
古
顔
の
『
ポ
パ
イ
』
な
ん
か
も
そ
う

で
、
神
戸
の
名
物
画
伯
・
中
西
勝
さ
ん
の
御
晶
眉
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
絵
描
き
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
も
や
っ
て
く
る
ら
し

い
。
カ
ラ
オ
ケ
も
あ
り
、
フ
ロ
ア
が
ず
い
ぶ
ん
広
い
か
ら
ダ
ン
ス

だ
っ
て
で
き
そ
う
で
あ
る
。

中
西
画
伯
が
わ
ざ
わ
ざ
電
話
ま
で
し
て
く
だ
さ
っ
た
せ
い
も
あ

っ
て
、
マ
ス
タ
ー
の
「
元
町
の
ポ
パ
イ
」
こ
と
安
岡
政
信
さ
ん
と

奥
さ
ん
の
ヨ
ミ
コ
さ
ん
は
、
思
い
出
話
を
、
こ
も
ご
も
語
っ
て
く

れ
た
。外

人
バ
ー
を
経
営
し
て
三
十
年
と
い
う
大
ベ
テ
ラ
ン
だ
か
ら
、

界
隈
の
栄
枯
盛
衰
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
た
生
き
辞
引
き
み
た
い
な

存
在
だ
が
、
最
盛
期
の
昭
和
三
十
六
年
ご
ろ
に
は
、
ホ
ス
テ
ス
さ

ん
十
五
人
を
擁
し
て
大
繁
盛
だ
っ
た
ら
し
い
。
が
、
時
代
の
波
を

か
ぶ
っ
て
、
今
は
四
人
、
そ
の
代
わ
り
に
（
？
）
猫
を
十
匹
も
飼

っ
て
い
る
。

咽
睡
生

再
ｊ
前
講

か
謬
騨

日
本
語
も
。
ヘ
ラ
ペ
ラ
な
の
で
あ
る
。

＊

＊

デ
ン
マ
ー
ク
系
に
次
い
で
目
立
つ
の
は
、
一
一
軒
あ
る
ギ
リ
シ
ャ

系
の
バ
ー
（
『
ゲ
オ
ロ
ギ
ス
』
、
ヨ
ス
タ
ス
』
）
で
、
看
板
も
ギ
リ

シ
ャ
語
で
あ
る
。
当
然
、
こ
れ
ら
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
北
欧
や
ギ

リ
シ
ャ
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。
だ
が
、
文
字
通
り
「
イ
ン
タ
ー
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
い
う
か
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
若
い
船
員
た

ち
が
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
押
し
か
け
て
ワ
イ
ワ
イ
や
っ
て
る
の

は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
若
い
ホ
ス
テ
ス
さ
ん
を
抱
え
た
幾
軒
か

の
「
ク
ラ
ブ
」
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
入
り
口
か
ら
し
て
、
な
ん
と
な
く
好
奇
心
を
誘
う

よ
う
な
造
り
の
『
ロ
ー
ズ
』
が
、
そ
の
典
型
で
、
こ
こ
に
は
、
ボ

ッ
ク
ス
席
も
あ
っ
て
、
一
一
度
目
に
覗
い
た
と
き
な
ど
、
ま
さ
に
芋

の
子
を
洗
う
よ
う
な
大
入
り
満
員
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
立
ち
飲

み
客
が
ギ
ッ
シ
リ
、
デ
ィ
ス
コ
・
サ
ウ
ン
ド
に
合
わ
せ
て
踊
る
者

も
あ
れ
ば
、
ボ
ッ
ク
ス
の
隅
で
は
、
ホ
ス
テ
ス
さ
ん
を
抱
っ
こ

し
て
ヤ
ニ
さ
が
っ
て
い
る
者
も
い
て
、
ま
る
で
お
祭
り
騒
ぎ
だ
っ

た
。私

が
若
い
船
乗
り
な
ら
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
、
長
い
航
海
の

憂
さ
を
晴
ら
し
た
く
な
る
に
ち
が
い
な
い
。
「
船
乗
り
相
手
の
外

蕊

蜂
“
：
‐

恋

日
時

ん

中
西
画
伯
は
、
「
一
元
町
の
ポ

唖
パ
イ
を
書
い
た
ら
オ
モ
ロ
イ

癖
小
説
に
な
る
で
」
と
、
田
辺
聖

も
。隣麺

子
さ
ん
に
ケ
シ
カ
ケ
て
る
そ

や
く

小
唾
う
だ
が
、
深
沢
七
郎
に
似
た

淘
塞
風
貌
の
ポ
・
ハ
イ
お
じ
さ
ん
の

椎
軍
回
顧
談
に
耳
傾
け
な
が
ら
、

獅
誕
五
百
円
ナ
リ
の
ビ
ー
ル
を
し

癖
誕
み
じ
み
飲
ん
で
い
る
と
、
「
熱

く
と

癖
密
年
」
の
仲
間
入
り
を
し
て
、

睡
圭
夜
の
巷
に
も
い
さ
さ
か
飽
い

函
廻
て
き
た
私
に
は
、
ま
た
一
段

癖
》
と
格
別
の
味
が
し
て
く
る
の

郵
拭
で
あ
る
。

、
すん
で
ｎ
Ｉｌ５
１
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：神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


